
 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 
≪  公的年金制度の財政の仕組みと、年金積立金運用の意義  ≫ 

 
 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

年金積立金は公的年金制度の貯金であり、積立金の残高が増えれば、 

公的年金制度の持続可能性を高め、現役世代の負担抑制にも資する。 
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衆議院議員／第１０代復興大臣 

衆議院政治倫理審査会 会長 

 自民党交通安全対策特別委員長 

田中かずのり （和德） 
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≪ 国民年金・厚生年金積立金残高と、累積運用収益額の推移 ≫ 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※公務員が加入している共済年金の積立金は、各共済組合が別個に運用している 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

※厚生労働省「2040年を見据えた社会保障の将来見通し」（2018年 5月）より 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

-100兆円

0兆円

100兆円

200兆円

300兆円

2001年度 2005年度 2010年度 2015年度 2020年度

 

 少子高齢化が続き、我が国の社会保障制度は課題が山積しています 

現役世代の負担が増大し続け、健康寿命が延びている現状に鑑み、 

 希望者は７０歳まで働き続けられる社会の実現を目指します 

 川崎事務所 
川崎市川崎区小田６－１１－２４ 

TEL.044-366-1400 FAX 044-366-1138 

国会事務所 
東京都千代田区永田町 2-2-1 衆議院第一議員会館 1010 号室 

TEL.03-3508-7294 FAX 03-3508-3504 
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２００１年度末 

積立金残高：１４４.３兆円 

累積運用収益：－０.６兆円 

２０２４年度７月末 

積立金残高：２５４.７兆円 

累積運用収益：１６２.８兆円 

昨年度の運用収益：４５.４兆円 

国民年金・厚生年金積立金残高 

積立金運用の累積収益額 
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公的年金給付総額の今後の見通し

４０年で８割増加！ 


